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寄贈品コーナー　新着資料展－歴史・生物分野－
4月 1日（水）～ 4月 30 日（木）

 プラネタリウム投影   ガリレオが見た星 ４月 11 日〜５月 31 日                                                       

  「それはいままで信じられていた磨かれたなめらかな球とは異なり、地上の風

景となんら変わることのない情景だった。」
　右の図は、1609 年、ガリレオが「望遠鏡というものが発明された」という
ことを聞きつけ、自らレンズを組み合わせて作った 14 倍と 25 倍の望遠鏡で
見た月の記録です。ガリレオは、観測から、金星が満ち欠けしていること、木
星には 4 つの衛星があり木星のまわりをまわっていること、太陽ですら黒点
が現れたり消えたりし、しかも自転しているようにも見える、という地動説
に有利となる合理的な結論を導きました。 ガリレオの月のスケッチ

INAF-Osservatorio Astronomico di Brera.

　博物館では毎年、寄贈・採集などで新しい資料が収蔵されています。そして、年度初めに前年度に収蔵さ
れた新資料を新着資料展として展示しています。今月は歴史・生物分野の新着資料を紹介します。

　歴史分野では大木伸男さんから寄贈され
た平塚関係の浮世絵 3 点、万葉堂書店さん
から寄贈された平塚ゆかりの俳人、和田一
竿の短冊などを展示します。
　そのほか、平塚空襲の体験者が当時の様
子を描いた体験画や米軍戦闘機 P51 の機関
砲弾の残骸など空襲・戦争関係の資料、戦
前の平塚市立第三国民学校（現松原小学校）
で使用した教科書類なども展示します。
　生物分野ではアカハラ、メボソムシクイ、
コサギ、コミミズク、アカゲラ、アカショ
ウビン、イタチなどの剥製を中心に紹介し
ます。死体として発見され、博物館に届け
られたもののうち、状態の良いものを選ん
で剥製にしています。

↑ P51 の機関砲弾

↑歌川広重　山海見立相撲相模大山

→アカショウビン
2008 年 9 月 1 日平塚市万田。死体取得。
才田氏寄贈。

◆◇　調査研究報告『自然と文化』第32号を刊行　◇◆
　平塚市博物館調査研究報告『自然と文化』第 32 号を刊行しました。下記のような報文が掲載されています。ご希
望の方は博物館受付でお求めください（価格 1100 円）。
　・相模の祭囃子研究２－平塚市の「囃子」の音楽的分析― ：浜野達也
　・大雄山最乗寺参道の二十八宿道標について（２）：澤村泰彦・星まつりを調べる会
　・平塚市博物館所蔵の三島暦について：鳫 宏道
　・平塚市金目における金目川の中世の流路変更：森 慎一
　・金目川および中流域水田で確認された鳥類：馬場好一郎ほか
　・平塚市の水田におけるカエル類の生息状況（2007年～ 2008年）：戸塚文範ほか
　・山梨県都留市におけるイワツバメの繁殖生態：西 教生
　・2008年の太陽黒点：鳫 宏道・澤村泰彦
　・近世中規模河川における治水秩序とその変容－相模国金目川を事例に－：早田旅人
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